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1. はじめに 著者らは，板厚が 1 波長以下の
LiTaO3(LT)薄板と水晶支持基板との接合構造上
を伝搬する横波型疑似弾性表面波(SH-SAW)や
縦型漏洩 SAW(LLSAW)が，粒子変位の表面への
集中効果によって，高い結合係数や低い伝搬減
衰を有することを明らかにした[1-3]．しかし，共
振Qや周波数温度係数の測定値には理論値との
相違が観測されており，これらの要因の一つに
接合強度の不均一性が考えられる． 

一方，直線集束ビーム超音波材料解析(LFB 
-UMC)システムは，弾性波デバイスに用いられ
る基板や薄膜材料の弾性的性質を非破壊・非接
触で高精度に定量計測可能な手法である[4]．こ
の手法では，水負荷試料表面を伝搬する漏洩弾
性表面波(LSAW)の位相速度と規格化伝搬減衰
を測定する．著者らは，伝搬減衰の測定値から
水への漏洩損失の理論値を差し引くことによる
材料の音響損失評価を検討している[5-7]．  

本報告では，LFB-UMC システムを用いて水
負荷 LT/水晶接合試料上の位相速度と伝搬減衰
を評価した結果について報告する．  

 
2. LSAW 伝搬特性 36°Y カット X 伝搬 LT 薄板
と AT カット 0°X 伝搬水晶基板を接合させた試
料上を伝搬する，水負荷時の LSAW の位相速度
と規格化伝搬減衰を周波数 f=100~300 MHzで測
定した結果を理論値とともに図 1(a)，(b)に示す．
試料は板厚Hが 2.2 µmと 6.3 µmの二つであり，
0°X伝搬，90°X伝搬についてそれぞれ測定した． 

図 1(a)より，いずれの伝搬方向においても位
相速度の理論値とよく一致した測定値が得ら
れており，LT 単体の位相速度よりも遅くなる特
異な現象が理論的，実験的に観測された．これ
は粒子変位の表面への集中効果に起因すると
考えられるが，同一基板構造上の SH-SAW には
現れない現象である． 
 図 1(b)より，H=6.3 µm 試料，90°X 伝搬の fH= 
600~1,200 において，規格化伝搬減衰の測定値
は理論値よりも 0.0015 ほど大きな値を示した
が，それ以外の fH の範囲と，0°X 伝搬において
の測定値は理論値にほぼ一致した．従って，測
定周波数範囲において，接合強度の不均一性に
由来するような音響損失は観測されなかった． 
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図 1 fH に対する LSAW の (a)位相速度と 

(b)規格化伝搬減衰 
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